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（http : / /www.tackns .net /word /
word_otoko.html）
　ゴム・輪ゴムなど収縮性のあるもの，針金な
ど形状を保つ性質を持つもの，粘着テープのよ
うに接着できるものの例を見てきた。いずれも
結び目はないと考えられる。
　一方，「結ぶ」は「ネクタイを結ぶ」のよう
に用いられる。「結ぶ」は結び目に焦点があたっ
ており，これを，「ネクタイを縛る」と言い換
えることはできない。
　また，「結ぶ」には次の例のように「口を結
ぶ」という表現がある。中心へ力をかけること
により，口を結び目のような形にすることを表
していると考えられるが，これも，口が結び目
状になっていることから作られた表現で，「縛
る」に置き換えることはできない。
（21）彼は唇を堅く結んで電話を睨みつけ
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ると，鋭いまなざしをぼくに向けた。
（http://plaza.across.or.jp/~chouette/
tbm5.html）
②「力のかかる点」
　「縛る」と「結ぶ」では，力のかかる点が異
なっている。
（22）ほどけないように靴紐をぎゅっと結
ぶ
（23）ほどけないように靴紐をぎゅっと縛
る
　上の2例では，「結ぶ」のほうが「縛る」に
比べてより自然に感じられるのではないだろう
か。それは，「結ぶ」のほうは結び目に焦点が
あたっているからだと考えられる。ほどけにく
くするためには固い結び目を作ることが目的で
あり，内容物である足の中心に向かって力をか
けることが目的ではないからである。
③「美しさ」
　「縛る」は内容物の中心へ向かって力を加え
るため，「荒々しさ」の意味合いが生ずる。一方，
「結ぶ」は結び目に焦点があたっているため，「丁
寧さ」や「美しさ」の意味合いが生ずる。
（24）犯人は人質をビニール紐で縛った。
（25）犯人は人質をビニール紐で結んだ。
　上の2例では，上の例が自然である。
　犯人が人質を動けないようにするためには，
「丁寧さ」や「美しさ」は必要ではなく，人質
の自由を奪うことだからである。縛る際に用い
られる，ひも状のものは，荒縄やビニール紐の
ような装飾性のないものである。
（26）ドレスアップしてリボンで髪を結ん
で出かける
（27）ドレスアップしてリボンで髪を縛っ
て出かける
　（26），（27）の例では（26）の例が自然である。
ドレスアップするからには，「丁寧」に，また
「美し」くすると考えられるからである。結ぶ
際に用いられる，ひも状のものは，リボンや帯
のような装飾性のあるものである。
別義2：〈ひも状のものを用い，ひも自体に圧
力をかけることにより，離れなくし，
容器に入った内容物の流出をくいとめ
る〉
　これは，「結ぶ」の別義4に対応するもので
ある。
（28）電池は有害ごみとして燃やせないご
みと同じ日に収集します。燃えがら
は完全に火を消して袋に入れ，口を
縛ってください。
（http://www.kamishihoro.jp/infor-mation/
show_page04.php?id=328）
　この別義2も，別義1同様，①「結び目の有
無」，②「力のかかる点」，③「美しさ」の3点
において差異が認められる。
別義3：〈規則や考えなどを用い，人の行動な
どに圧力をかけ，自由を制限する〉
　これは別義1からのメタファーである。
　別義1の「ひも」にあたるものが，法律，計
画，ルール，数字，決議，名前や物，思い込み
であり，新聞など「動きを止められる内容物」
にあたるのが，経営者，自分，人，議員，あな
たの自由な思考や行動である。
（29）無能な経営者を法律で縛ってむりや
り残業代を払わさせるよりは，無能
な経営者が自然淘汰される社会を目
指すべき。
（http://d.hatena.ne.jp/essa/20070128/
p1）
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（30）確かに，なんでもかんでも計画で
縛ってしまうのは息が詰まるでしょ
う。
（http://www.keiomcc.net/faculty-blog/ 
2007/03/post_18.html）
（31）あえてルールで自分を縛る。
（http://cyblog.jp/modules/weblog0/
details.php?blog_id=324）
（32）まったく，数字ってヤツは人を縛る
ね。
（http://akky20060204.seesaa.net/
article/19128620.html）
（33）十六日までに終えた一般質問では，
飲酒運転した村職員に対する懲戒処
分の厳罰化を村に促す要求が相次い
だ。村は厳罰化の方向で検討してい
る。別の議員は「飲酒運転した議員
が辞めるのは当然で，決議で縛る必
要はない。職員と異なり，議員には
四年に一度の審判もある」と反論し
た。また，本紙で決議案が先行報道
されたことに対し「趣旨は賛同する
が，マスコミを利用し議会を縛るや
り方は許せない」と憤る議員もいた。
（http://www.okinawatimes.co.jp/
day/200610181300_10.html）
（34）名前は物や人を縛る！　だから付け
ないのさ！！
（http://orehaore-kimihakimi.spaces.
live.com/）
（35）あなたを縛る「思い込み」から脱け
出す法　信じてはいけない40の教
え
（https://www.honya-town.co.jp/hst/
HTdispatch?nips_cd=9972037967）
　別義3の例文を見ると，窮屈で，どれも不自
由な感じがする。一方，「結ぶ」にも物体から
離れた抽象的な用法が存在するが，動きを止め
る意味を持たず，連帯，強調の意味合いが出て
くる。
（36）対照的な二人だが，無二の親友であ
り固い絆で結ばれている。
（http://www.lala.tv/request_cp/index.
html）
（37）アートが人と人を結び，大きなパワー
を生み，その力を結集させて作品作
りをする。
（http://www.fujitv.co.jp/m/ainori/
miyaken/m66.html）
（38）祭りは人と人の心を結ぶ感動と出会
いの場です。
（http://www.city.joetsu.niigata.jp/ 
contents/history/spot/matsuri.html）
　上の3例はいずれも「縛る」には置き換える
ことができない。
6 ．「縛る」の多義構造
　本稿で明らかになった別義とその例文を以下
に示し，図2に多義構造を示す。
別義1：〈ひも状のものを用い，内容物の中心
へ圧力をかけることにより，物体間に
存在する距離をなくし，離れなくし，
動きを止める〉
（13）’ハクサイを荒縄で縛る6）。
別義2：〈ひも状のものを用い，ひも自体に圧
力をかけることにより，離れなくし，
6）　例文（13），（28），（31）の例文を短くし，
若干修正を加えた。
「縛る」の意味分析
― 61 ―
容器に入った内容物の流出をくいとめ
る〉
（28）’ごみを袋に入れ，口を縛る。
別義3：〈規則や考えなどを用い，人の行動な
どに圧力をかけ，自由を制限する〉
（31）’ルールで自分を縛る。
　本稿では別義1が多義化の起点であり，そこ
から別義2と別義3が派生したと考える。
7 ．「縛る」と「結ぶ」
　「縛る」と「結ぶ」はどちらも，ひも状のも
のを用いて行う動作である。
　「結ぶ」は大きく分けると，〈結び目を作るこ
とで離れなくする〉という意味成分と，〈構造
物を作る〉という意味成分を持つ。
　「縛る」は〈内部に圧力をかけ，動きをとめる〉
という意味成分を持つ。
　「結ぶ」の別義1，別義2，別義5，別義6は「縛
る」に置き換えができない。
　「結ぶ」の別義3は「縛る」の別義1に対応
する。また，「結ぶ」の別義4は「縛る」の別
義2に対応し，どちらも置き換えができる。し
かし，置き換えた場合，①「結び目の有無」，
②「力のかかる点」，③「美しさ」の3点で差
異が生じる。
　また，「結ぶ」と「縛る」は共に物体から離
れた抽象的な意味があるが，「縛る」は窮屈さ，
不自由さを表し，マイナス評価になり，一方，
「結ぶ」は連帯，強調の意味合いが出，プラス
イメージとなる。
8 ．おわりに
　本稿では，「縛る」の意味分析を試みた。「縛
る」には，3つの別義が認められ，〈内部に圧
力をかけ，動きをとめる〉という意味成分を共
通に持つことがわかった。
　類義語「結ぶ」と置き換え可能な意味もある
が，置き換えた場合に生ずる差異についても述
べた。
　ひもを用いる動作には「縛る」「結ぶ」以外
にも類義語が存在する。今後はそれらの語の分
析を行いたいと思う。
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用例出典
（　）内にURLを示したもの：検索エンジンgoo
（http://www.goo.ne.jp/），google（http://www.
google.com/intl/ja/）にて検索
後ろに何も示されていない例文は作例である。
